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１．はじめに
　日本では昔から地震・津波・火山・洪水・大雪・土砂・風・雷・竜巻等多くの災害を乗り越え
ながらも，豊かな自然の恵みに支えられ暮らしてきた。近年だけでも大きな災害として，平成23年
３月11日東日本大震災，平成24年11月29日北海道室蘭市から登別市で発生した雪害による大規模
停電（鉄塔倒壊），平成28年４月16日熊本地震，平成28年十勝地方での水害，平成30年７月西日本
豪雨，平成30年９月５日台風21号と６日北海道胆振東部地震（写真1−1），令和元年にも幾度とな
く水害等，災害が発生し，多くの人々が避難所生活を余儀なくされている。特に積雪寒冷地域に
おいては，冬の寒い中での避難所生活は命の危険にもつながるため，早急な対策が必要である。
　2013年10月６日に停電を前提とした１泊２日の避難所運営訓練（写真1−2）を江別市で行っ
た際，宿泊した市民から「毛布を重ね敷きしても体育館の床が固く寒いため，空きダンボール
箱でベッドを作ってほしい」と要望がありその後，市民と一緒に防災訓練等で作ってきた（写
真1−3）。その中で「作り方を書いた資料がほしい」との要望が出ていた。災害時に作り方の
写真1−1　避難所へ向かう道
の分断
写真1−2　寒かった宿泊訓練 写真1−3　ダンボールベッド
作り
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わかる人がいなければ組み立てることもできない。そこで本研究では，過去に地域創成学会論
文「北海道江別市における防災教育の実践研究（その２）」で記載したダンボール箱を使った
ベッドの作り方を基に，子どもから高齢者まで，ハサミやカッターを使わず安全かつ簡単に作
られるベッドについて，市民向けに写真と短い説明文でわかりやすい作り方の説明書を制作し
た。そこでは，災害時の救援物資として支給されることの多い飲料水の空きダンボール箱を再
利用した無料で作るベッドと，身近な地域で入手可能な農業用ダンボール箱で作る方法につい
て，さらに身近で手に入る農業用ダンボールを使った作り方，ダンボールベッドの配置方法，
外国人向けマニュアル等について提案している。
２．ダンボールベッドの作り方
　北翔大学は江別市と連携し，地域自治会，小・中・高等学校等で「ダンボールハウス」・「ダ
ンボールベッド」（写真2−1）作りを取り入れた避難所運営訓練を約10年に渡り行ってきた。
子どもから高齢者まで，みんなでつくることを想定し安全面からハサミ，カッターを使わずに，
ダンボール箱とガムテープのみで作るベッドを考えた。
　現在，北翔大学に備蓄しているダンボールベッドは２種
類あり，空きダンボール（い・ろ・は・す箱）で作るベッ
ドが６台分（220箱），農業資材の玉ねぎ20Kg箱で作るベ
ッドが10台分（220箱）の合計16台分の備蓄がある。冬の
避難訓練や大学が避難所として使われる場合を想定し，今
後も校内の備蓄を増やしたいが，保管場所が足りない上に
1階に置けないなどの問題を解決する必要がある。
２−１　空きダンボール箱を使ったベッドの作り方
　空きダンボール箱は避難所での箱の入手を想定し「い・ろ・は・す（550ml）・24本入」天
然水のダンボール箱を36個分使用し，畳み程度の広さのダンボールベッドを作ることができる。
飲料水の空き箱を並べるだけでは人が乗るには強度不足でつぶれてしまうため，ダンボール箱
の側面強化に１個，踏み抜き防止に１個を入れ強化した箱を作る。すなわち3個のダンボール
箱で１つの強化した箱を作り，その箱を縦６列×横２列の計12箱並べると畳み程度の広さがあ
るダンボールベッド１台が完成する。さらにダンボールベッドの上にダンボール板を敷き，毛
布などを敷くと寝心地が改善される。
　この空きダンボール箱を使ったベッド作りでは，飲料水などの使用済み箱をリサイクルしている
ため無料で作ることができる。しかし同じ箱を36個使用するため，すぐに用意することが難しく，
事前に備蓄しておく必要がある。ベッド用の箱を短期間に集めるのが困難であったため，北海道コ
カ・コーラボトリング株式会社に防災啓発活動で使いたい旨を伝えたところ，「い・ろ・は・す」天
写真2−1　ダンボールハウスと
ダンボールベッド
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然水の空箱を提供してもらい，避難所運営訓練で作ることが可能となった。同じ大きさの空き箱で
あれば，集める数は異なるが，同様の手順で作ることができる（写真2−2･3）。
　詳しい作り方については下記の「空
きダンボール箱を使ったベッドの作り
方」で説明した。さらに箱の置き方を
変えることにより，様々なサイズのベ
ッド作成が可能となるため，その一例
を図解（図2−1）で表した。
２−２　農業用ダンボールを使った
ベッドの作り方
　農村地域（江別市江北地区）での避難所運営訓練の打ち合わせでダンボールベッドの話をし
た際に，災害時では，同じ空きダンボール箱を大量に集めるのが大変であることや，集めたダ
ンボールの備蓄場所な
どに課題があることを
伝えた。しかし，その
地域では，農協倉庫に
ダンボールを年中備蓄
（写真2−4）している
ことがわかり，農協か 写真2−5　ダンボールベッド作り写真2−4　農協倉庫
写真2−3　1.5Ｌ箱写真2−2　1.5Ｌ箱
図2−1　空きダンボール箱の置き方
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ら玉ねぎ20Kg箱を購入しベッド作成が可能となった（写真2−5）。身近で入手でき，さらに年
中大量に備蓄してあることは災害時には重要である。
　農業用のダンボール箱は，重い野菜を運搬することもあり，人が乗っても十分な強度があっ
た。ただし箱の上を歩いた場合の踏み抜き防止に使うダンボール箱を１個入れている。すなわ
ち２個のダンボール箱で１つの強化した箱を作り，その箱を縦４列×横２列＋横３列の11個並
べると畳み程度の広さがあるダンボールベッドが１台完成する。さらにダンボールベッドの上
にダンボール板を敷き，毛布などを敷くと寝心地が改善される。詳しい作り方については下記
の「農業用ダンボール箱を使ったベッドの作り方」で説明しており，箱の置き方を変えること
により，様々なサイズのベッド作成が可能となるため，その一例を図解（図2−2） で表した。
　ここでは江別市内の農協で入手できる一番大きな箱（玉ねぎ20Kg箱，縦460cm×横310cm×高さ
285cm）を使ったベッドの作り方を説明している。北海道は農業が盛んな地域も多いため，農業用ダ
ンボールを入手しやすい利点がある。地域により箱の種類や大きさも異なるが，基本的な作り方は同じ
で，一例として，壮瞥町防災キャンプの際に，江別市での農業用ダンボールベットの作り方を聞かれた
ため，壮瞥町（リンゴ産地）にある洞爺農協でりんご箱（大）（写真2−6）を購入し作り方を説明した。
図2−2　玉ねぎ20Kg箱の置き方
写真2−6　洞爺農協にあるりんご箱（大）
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３．ダンボールベッドの有効性と課題
　北海道において冬期間に災害が発生し，十分な暖
房設備が使えない場合，体育館等の広い避難所で冷
たい床に直接寝ると，体内の熱が奪われることで体
力が急激に消耗してしまう。高齢で持病や心身に障
害を抱えているケースでは，なおさら命の危険性が
高くなる。日本赤十字北海道看護大学の根本昌広教
授のグループは，ブルーシートの上で寝る（写真3
−1）と急激に体温が奪われことへ警鐘とダンボー
ルベッドの普及に取り組んでいる。
　ブルーシートに比べダンボールという材質は外側
の板紙と内側の波状の中芯からできており，特に中
芯には，熱伝導率の低い（熱を伝えにくい）空気層
があるため，ダンボール箱は熱を伝えにくいうえ
に，箱の高さにより，床の低い位置を流れる冷気か
らの影響を受けにくくする効果がある。さらにベッ
ドを使用した場合，高さがあることで起床の際に一
度座ってから立ち上がるため身体への負担が軽減さ
れる。
　加えて，エコノミー症候群対策として，箱を椅子
やテーブル（写真3−2）として使う事や，箱を衣服
や生活用品の保管スペースとして使う事も可能であ
る。
　本研究以外にも沢山の方法でダンボールベッドが
作られており，農業用ダンボール箱の様な強い箱の
場合，踏み抜き防止用の仕切り板（写真3−3）を入
れた箱でベッドを作ることできるが，それらの箱の大きさに合わせてカッターナイフなどを使
い，ダンボール板を加工する必要があるため，江別市で行ってきた避難所運営訓練では使って
いない。ただし事前に使う箱に合わせた仕切り板を作成し備蓄しておくと，災害時にダンボー
ル箱１つに踏み抜き防止用の仕切り板を入れ11箱でベッドを作ることができるため物資を有効
に活用することが可能である。
　ダンボールベッドを普及する際に価格を聞かれることが多く，備蓄するために記載するが，
市販の災害用ダンボールベッドで8,000円程度，空きダンボール箱は無料，農業用ダンボール
箱で作る場合で22箱使うと3,000円～4,500円程度，仕切り板を作っておいた場合2,000円程度で
写真3−1　ブルーシートの上で寝る
写真3−2　椅子・テーブル
写真3−3　踏み抜き防止の仕切り板
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作ることが可能ある。さらに災害に備え農協等と提携を結んでおけば，備蓄が足りない場合で
も，必要最低限のベッドを早い段階から使用する事が可能である。今回，江別市の農産物の１
つで一番大きな玉ねぎ20Kg箱を使用したが，その地域に応じた，身近にあるものを活用する
ことも重要と言える。
４．平成30年北海道胆振東部地震及び台風21号での利用
　江別市における災害時の避難所での利用状況は，
平成30年９月５日台風21号と翌日６日北海道胆振東
部地震より江別市では６箇所の避難所が開設され，
そのうち北翔大学に最も近い大麻体育館（写真4−1）
と野幌公民館（写真4−2）の２箇所にダンボールハ
ウスを運搬した。大麻体育館では避難してきた車椅
子利用者のためにパイプ椅子の上に畳を敷いた即席
ベッドが作られていた。
　他４箇所に運搬ができなかった理由は，備蓄スペ
ースの確保が難しく避難所への分散があまり進んで
いなかったためである。大半の備蓄は北海道消防学
校内倉庫と北翔大学校内２階にあり，役所職員は地
震対応で一杯であり，大学は校内立ち入り禁止と安
全優先のため学生が運搬に参加することができず，
市内で防災教育している大学教員１名が，２階から
手で下ろし乗用車で運搬することとなった。ダンボ
ールハウスのみを２箇所に運搬するのがやっとで，
普段行なっていた訓練通りの対応ができなかったこ
とは改善しなければならない。各避難所備蓄の重要
性と災害時にすぐ対応できる地元ボランティアチー
ム等の必要性を実感した。
　大麻体育館と野幌公民館に避難していた北翔大学
で芸術を学ぶ学生が，自主的にボランティア活動を
行った。特に大麻体育館では芸術，教育，心理，福
祉，スポーツを学ぶ学生が集まり，初日の午後には
ダンボールハウスの設営を行い，パイプ椅子の上に
畳を敷いた即席ベッド（写真4−3）のたわみをダン
ボールで補強し使えるように直した。ベッドから転
写真4−2　避難所(野幌公民館)
写真4−3　パイプ椅子を使ったベッド
写真4−4　大学での防災教育
写真4−1　避難所(大麻体育館)
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倒した車椅子利用者の介助，畳の運搬，子どもと遊ぶ等，講義の一部で学んだ防災教育（写真
4−4）や各学科で学んだ専門知識を避難所での実践に役立ていた。
　その他４箇所の避難所については大学に備蓄があっても人材不足から対応することができ
ず，避難所の運営組織のあり方や，地域住民と学生ボランティアを含む防災組織作りの必要性
を感じた。
５．おわりに
　子どもから高齢者まで，安全（ハサミやカッターを使わず）かつ簡単に作れる，災害時の救
援物資として支給される「空きダンボール箱」を再利用したベッドと，身近な地域で入手可能
な「農業用ダンボール箱」の作り方について，市民や外国の方々にもわかりやすい作り方の説
明書を作成し，防災啓発や災害時にも役に立つことを心がけ研究を行なった。さらに今回作成
した説明書は備蓄ダンボール箱へ添付すると共に，江別市役所や防災訓練での配布など，市民
が入手可能となるように進める予定である。
　北翔大学のグループは実践的研究として，江部市内の各自治会や住民と江別市役所・消防・
警察と連携して約10年にわたり避難所運営訓練等の防災教育を行なってきた。
　近年ではダンボールハウスとベッドを使った，冬の防災研究として無暖房での避難所宿泊検
証を行っている。さらに災害時に明らかとなった，避難所への分散備蓄の遅れ，大学の１階へ
の備蓄等の改善，それに加え，災害にそなえた次世代の防災リーダー養成として大学はもとよ
り小・中・高等学校での防災教育，地域住民と学生ボランティアを含む防災組織づくりなどの
人材育成は早急な研究課題といえる。
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